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32億年前の浅海性化学堆積岩から推定される当時の地球表層環境
Earth’s surface environments inferred from chemical sedimentary rocks deposited in a
shallow ocean 3.2 billion years ago
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太古代にみられる縞状鉄鉱層のような化学堆積岩は当時の地球表層環境を推定するために用いられてきた。例えば，最
近 Konhauser et al. (2011)は,縞状鉄鉱層中の Cr/Ti比より，24.8億年前に河川水が酸性になったと提案した。しかしなが
ら，異なる堆積環境の縞状鉄鉱層の元素比を単純に比較する事はできない。したがって，本研究では，当時の地球表層環
境についての情報をより保持していると考えられる浅海性の堆積岩に注目し，南アフリカ・バーバトン緑色片岩帯に見
られる約 32億年前の浅海性堆積岩の地質学的，岩石学的および地球化学的特徴を明らかにし，当時の地球表層環境，特
に酸化還元状態を推定する事を目的とした。試料は，露頭および坑内掘りの鉱山内部から計 70試料を採集し，主な鉄鉱
物の種類によって，Hematite-rich chert (HM group), Magnetite-rich chert/shale/sandstone (MT group), Siderite-rich sandstone
(SD group)と分類した。HM groupは，主に細粒の石英と赤鉄鉱からなり，これらは化学沈殿の結果であると考えられる。
MT groupは，主に磁鉄鉱，石英，菱鉄鉱，緑泥石，黒雲母からなり，磁鉄鉱は SIMSで求められた酸素同位体比より，
縞状鉄鉱層にみられる磁鉄鉱と同様に，初生的な赤鉄鉱が続成作用中に交代されて形成されたと考えられる。また，MT
groupにはクロム鉄鉱も見られたが，これらのクロム鉄鉱は常に磁鉄鉱によって包有されていた．
露頭および鉱山内部の試料において， Fetotal/Ti 比が増加するについて Cr/Ti比も増加する事が明らかになった．一方

で，Th/U比は，Fetotal/Ti比が増加するとともに減少した。これらの事より，Cr/Ti比や Th/U比の変動は，鉄酸化物の沈
殿に伴って起こったと考えられる．したがって，32億年前の浅海性堆積物中ではすでに Cr/Ti比の増加は見られており，
Crや Uは酸化的な環境で濃集したと考えられる。

∗詳細な要旨は英文にて記す。
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